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　私は、1983 年にスペイン歌曲を学ぶためにマド

リッドに留学しました。きっかけは、高校生の時、

テレビで、カタルーニャのチェロの巨匠パブロ・カ

ザルス（1876-1973）の演奏を聞いたことでした。

そのコンサートの最後に、カザルスは、「私の祖国、

カタルーニャでは、鳥がピース、ピースと言って鳴

くのです」と言って、「鳥のうた」を演奏したのです。

その演奏に涙が出るほど感動し、カタルーニャ音楽

の美しさに魅せられていきました。

　スペインに行ってから分かったことは、「鳥のうた」

は、もともとはチェロの曲ではなく、カタルーニャ

地方で古くから愛され歌われているクリスマス・キャ

ロルであったということでした。当時まだクリスチャ

ンでなかった私は、その二番の歌詞が不思議でたま

りませんでした。

喜びにあふれてツグミも歌う

　「死は打ち負かされた

だって、私のいのちであるお方が　

　お生まれになったのだから」

　「死は打ち負かされた」とはどういうことなのか、

「いのち」とはどういう意味なのかが理解できなかっ

たのです。

　留学一年後、アメリカ人宣教師夫妻と出会い、お

二人を通して私は救われ、クリスチャンになりまし

た。それからやっと、死を打ち負かしてくださった

十字架の贖いと、十字架でご自身を捧げられたイエ

ス・キリストが与えてくださった永遠のいのちを知

るようになりました。

　永遠のいのちとは、神のいのちです。永遠のいのち、

神のいのちとは、三位一体の神との愛の関係に入れ

られることです。この世は移り変わり、目に見える

ものは古び、朽ちていきますが、御父に、変化とか

天体の回転による影とかいうものがないように（ヤ

コブ 1:17）、永遠は、変化することがありません。で

すから、神のいのち、永遠のいのちは、決して変化

することがありません。そして、そのいのちを持つ

者は、愛のうちにとどまるのです。神は愛だからです。

　愛とは、相手を知ること。神の愛は、完全な一致

で結ばれた父なる神様・御子・御霊の愛の交わりで

あり、神の愛にとどまる、いのちを持つとは、その

三位一体の神の交わりに私たちも入れられることで

す。そして、主にまみえる日、私たちが神に完全に

知られているように、私たちも完全に神を知り、キ

リストにあって一つとされるのです。

　「鳥のうた」は、私をスペインへと導き、イエス・

キリストへの信仰へと導いてくれました。そして今、

「鳥のうた」と共に、死に勝利されたいのちなるお方

を歌い伝える者となりました。

　カザルスが訴えた「ピース」も、ご自身のいのち

を捧げて神と和解させてくださった平和の君を知る

時に、本当の意味で実現していくのだと思います。

主の日は近づいています。ですから、一人でも多く

の人が救われるために、昨年召されたブラジルの敬

愛する先生が、息を引き取る寸前まで福音を語り続

けたように、私も地上の命が続く限り、永遠のいの

ちであるキリストを宣べ伝える者でありたいと、心

から願っています。

https://akworship.com/工藤篤子ワーシップ・ミニストリーズ

永遠のいのち
永遠のいのちとは、唯一のまことの神であるあなたと、
あなたが遣わされたイエス・キリストを知ることです。  
                　（ヨハネの福音書17章3節、新改訳 2017）



工藤篤子　賛美CD 好評発売中 … ご注文、お問い合わせはAKWMホームページまたは事務局まで

「鹿のように」「安けさ
は 川 の ご と く」「Via 
Dolorosa」「輝 く 日 を
仰ぐとき」「カドシュ」
「いちわのすずめ」「ア
メイジング・グレイス」
など 18曲。

Come To Me
定価 3,000円（税込）

「きみは愛されるため生
まれた」「とこしえに真
実なお方」「救い主イエ
スと」「なんて美しい都」
（ゴスペル）などライブ
録音 14曲。　

カンシオンCanción
定価 2,500円（税込） 

中国語、台湾語賛美を
中心とした「鹿のよう
に」「丘に立てる荒削り
の」「主は今生きておら
れる」「耶和華祝福滿滿」
「主よ人の望みの喜び
よ」「鳥 の う た」な ど
12曲。讃 美 Adorar

定価 1,500円（税込）

ボンヘッファーの「よ
き力に守られて」を中
心に、「あなたに」「神
の恵み」「詩篇 23篇」「あ
あ感謝せん」など 14曲。

よき力に守られて
定価 2,500円（税込）

「主よ人の望みの喜びよ」
「マタイ受難曲アリア」
「メサイヤ・アリア」「キ
リストにはかえられませ
ん」「アメイジング・グ
レイス」「主の祈り」など、
たましいの歌12曲。

主よ人の望みの喜びよ
定価 1,500円（税込）

「安けさは川のごとく」
「赤とんぼ」「荒城の月」
「黄金のエルサレム」「私
を平和の道具としてく
ださい」などライブ録
音 12曲。

神だけが  Dios tan solo Dios
定価 2,500円（税込）

神の国と神の義をまず第一に求めなさい。そうすれば、
それに加えて、これらのものはすべて与えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マタイ6:33）

　1984 年、私は留学先のスペインのマドリッドで、
アメリカ人宣教師夫妻を通して救いに導かれました。
キリストの弟子の群れを作ることを目標としていた夫
妻からは、毎日聖書の学びを受けるようになりました。
その 3 年後、宣教師夫妻が、ドイツの開拓伝道に同行
して欲しいと言って来られました。数か月祈る中で、
ピリピ 4 章から、「私は、私を強くしてくださる方に
よって、どんなことでもできるのです」（13節）と、「私
の神は、イエス・キリストにあるご自身の栄光の富を
もって、あなたがたの必要をすべて満たしてください
ます」（19 節）の二つのみ言葉が与えられ、同行を決
意しました。しかし、それは、歌手への道を捨てる決
断でもありました。ドイツ行きを聞いた両親からは、
勘当の手紙が届きました。それでも、キリストの愛と
十字架を伝えたいという熱心は消されることはなく、
み言葉を握りしめてドイツに向かったのです。

　ドイツでは、困難の連続でした。見つかった仕事は、
週に一度のベビーシッターと週に一度の掃除のアルバ
イトだけでした。それで、しばらく、一緒にドイツに
同行した信仰の友人宅にお世話になることになりまし
た。

　3 か月後、スペインの友人から、「スペインで二つ
のコンクールを受けられるように手配したから、一度
戻って来るように」という連絡が来ました。ハンブル

クからパリ経由でマドリッドに向かう 36 時間のバス
旅の中で、神様は私にコンクールの賞金を与えてくだ
さるに違いないという不思議な確信が与えられまし
た。その確信通り、私は一位と二位を獲得し、その賞
金と共にハンブルクに戻りました。

　しかし、その賞金も、数か月で底をつきました。ハ
ンブルクでは相変わらず仕事が見つかりません。そん
な時に、コンクールで私の歌を聞いたスペインの音楽
エージェンシーから、コンサートのオファーが来たの
です。その後も、2～3か月おきにさまざまなエージェ
ンシーから契約が入るようになりました。一度は捨て
た歌の道でしたが、気が付くと、私は歌手になってい
ました。その間、ドイツでは、いつになってもビザが
取得できませんでした。そのため、賃貸契約を結ぶこ
とができず、6 年の間、16 回も、空き部屋を見つけ
てはそこに転がり込むという放浪生活を続けることに
なりました。

　1993 年、開拓伝道で成長した群れは、いよいよ法
人登録ができることになり、教会としての正式な歩み
が始まりました。それに伴い、私は教会の伝道師に就
任し、やっとドイツのビザを取得して、正式にアパー
トを借りることができるようになりました。しかしな
がら、当時の伝道師としての給料は 7 万円。生活す
るには十分な金額ではありません。時に、生活費の不
足を補うためのアルバイトも見つからない時期もあり
ました。

　けれども、振り返ってみると、私は一度も飢えたこ

とはなく、着るものがなくて困った時もありませんで
した。主が、いつも不思議な方法で必要を満たしてく
ださったからです。

　私を支えてくれたのは、マタイ 6 章 33 節のみ言葉
でした。経済的に困窮し、不安がよぎる時には、大き
な声で、このみ言葉を宣言したり、「神の国と神の義」
の賛美歌を歌いました。そして、今に至るまで、この
み言葉が成就しなかったことは一度もありません。真
実なる神に、心からの感謝と賛美を捧げます。

● 賛美歌「神の国と神の義」と
　　　　　　　　　カレン・ラファティ

神の国と神の義を　まず求めなさい
そうすれば　みな与えられる
ハレル　ハレルヤ

　世界中の教会で歌われてい
る「神の国と神の義」を書い
たのは、ニューメキシコ州の
クリスチャン家庭に生まれた
カレン・ラファティ（1948 年
生まれ）です。当初、芸能界
での成功を求めて、ニューオ
リンズのナイトクラブで歌っ
ていましたが、堕落的な生活
に陥った彼女のところにクリ

スチャンの友人が来て、正しい道に戻してくれました。
その後ニューメキシコに戻り、大学で音楽教育の学位
を取得しました。ラファティは、これでクリスチャン
音楽の奉仕の準備が整ったと思い、キャンパス・クル
セード・フォー・クライストの賛美アンサンブルへの
参加に応募しますが、その願いは叶えられませんでし
た。落胆した彼女は、再び世俗音楽の世界に戻るため

に南カリフォルニアに移りました。当時のカリフォル
ニアはヒッピーであふれていました。ラファティは不
安を覚え、何度も、「神様、カリフォルニアには果た
してクリスチャンはいるのでしょうか」と尋ねたそう
です。しかし、移住後間もなく、カルバリー・チャペル・
コスタメサという教会を見つけ、そこで多くの若い音
楽家と出会いました。その日、彼女は喜びのあまり、
泣きながら礼拝したといいます。

　賛美出版で有名な「マラナタ！ミュージック」は、当時、
カルバリー・チャペルの一部でした。この教会では、
音楽家のための特別な集まりがあり、そこで多くの若
者が、音楽を通して奉仕をする方法を学びました。

　1972年、ラファティは、芸能界をやめ、ギターのレッ
スンで生計を立てようとしていました。しかし生徒は
3 人しか集まりません。口座には車のローンさえ払え
ない残高しか残っておらず、ひどく落ち込みました。

　ある晩、教会の聖書の学び会で、マタイ 6 章 33 節
について分かち合いました。「神の国と神の義をまず
第一に求めよ」。彼女はこのみ言葉に大きな励ましを
受け、家に帰って曲を付けました。翌週、礼拝でこの
歌を歌うと、大人気になりました。その後、「マラナタ！
ミュージック」にも収録、出版され、世界中の教会で
歌われるようになりました。その後は、「神の国と神
の義」の著作権料で、彼女の生活と賛美伝道活動が支
えられるようになったのです。

　1981 年、ラファティは、オランダのアムステルダ
ムで、ユース・ウィズ・ア・ミッションのオランダ支
部の傘下団体である「ミュージシャンズ・フォー・ミッ
ション」を立ち上げました。そして、77 歳になった
ラファティは、今も、コンサートツアー、レコーディ
ング等のオーガナイザーとして、音楽を通して福音を
伝える働きに奮闘しています。

神の国と神の義



賛美セミナーDVD CDも好評発売中

賛美セミナーⅡと賛美セミナーⅠのアイテムを併せてご注文される場合、特別価格でお求めいただけます。

賛美セミナー I
DVD 2 枚組

2013年11月4日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

1. 賛美とは 　
2. 詩篇51,50（悔い改め
　を通してささげる賛美）
3. ビート音楽の影響 
4. 音楽と聖書
※内容はDVD CD共に同じです。

賛美セミナー I
CD 4 枚組

2013年11月9日東京セミナー録音
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

1. 詩篇から学ぶ賛美　
2. 賛美のいけにえ・
　キリストの賛美
3. ロックの起源・歴史と
　その影響
4. いろいろなリズムと
　ことばに即した賛美
　実演（野田常喜）　 

賛美セミナー II
DVD 2 枚組

2015年11月7日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

お知らせ
「賛美セミナー」開催を
ご希望、あるいはご検討
いただける教会・団体が
ございましたら、

お気軽に事務局まで、
ご連絡、ご相談ください。

神の国と神の義をまず第一に求めなさい。そうすれば、
それに加えて、これらのものはすべて与えられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マタイ6:33）

　1984 年、私は留学先のスペインのマドリッドで、
アメリカ人宣教師夫妻を通して救いに導かれました。
キリストの弟子の群れを作ることを目標としていた夫
妻からは、毎日聖書の学びを受けるようになりました。
その 3 年後、宣教師夫妻が、ドイツの開拓伝道に同行
して欲しいと言って来られました。数か月祈る中で、
ピリピ 4 章から、「私は、私を強くしてくださる方に
よって、どんなことでもできるのです」（13節）と、「私
の神は、イエス・キリストにあるご自身の栄光の富を
もって、あなたがたの必要をすべて満たしてください
ます」（19 節）の二つのみ言葉が与えられ、同行を決
意しました。しかし、それは、歌手への道を捨てる決
断でもありました。ドイツ行きを聞いた両親からは、
勘当の手紙が届きました。それでも、キリストの愛と
十字架を伝えたいという熱心は消されることはなく、
み言葉を握りしめてドイツに向かったのです。

　ドイツでは、困難の連続でした。見つかった仕事は、
週に一度のベビーシッターと週に一度の掃除のアルバ
イトだけでした。それで、しばらく、一緒にドイツに
同行した信仰の友人宅にお世話になることになりまし
た。

　3 か月後、スペインの友人から、「スペインで二つ
のコンクールを受けられるように手配したから、一度
戻って来るように」という連絡が来ました。ハンブル

クからパリ経由でマドリッドに向かう 36 時間のバス
旅の中で、神様は私にコンクールの賞金を与えてくだ
さるに違いないという不思議な確信が与えられまし
た。その確信通り、私は一位と二位を獲得し、その賞
金と共にハンブルクに戻りました。

　しかし、その賞金も、数か月で底をつきました。ハ
ンブルクでは相変わらず仕事が見つかりません。そん
な時に、コンクールで私の歌を聞いたスペインの音楽
エージェンシーから、コンサートのオファーが来たの
です。その後も、2～3か月おきにさまざまなエージェ
ンシーから契約が入るようになりました。一度は捨て
た歌の道でしたが、気が付くと、私は歌手になってい
ました。その間、ドイツでは、いつになってもビザが
取得できませんでした。そのため、賃貸契約を結ぶこ
とができず、6 年の間、16 回も、空き部屋を見つけ
てはそこに転がり込むという放浪生活を続けることに
なりました。

　1993 年、開拓伝道で成長した群れは、いよいよ法
人登録ができることになり、教会としての正式な歩み
が始まりました。それに伴い、私は教会の伝道師に就
任し、やっとドイツのビザを取得して、正式にアパー
トを借りることができるようになりました。しかしな
がら、当時の伝道師としての給料は 7 万円。生活す
るには十分な金額ではありません。時に、生活費の不
足を補うためのアルバイトも見つからない時期もあり
ました。

　けれども、振り返ってみると、私は一度も飢えたこ

とはなく、着るものがなくて困った時もありませんで
した。主が、いつも不思議な方法で必要を満たしてく
ださったからです。

　私を支えてくれたのは、マタイ 6 章 33 節のみ言葉
でした。経済的に困窮し、不安がよぎる時には、大き
な声で、このみ言葉を宣言したり、「神の国と神の義」
の賛美歌を歌いました。そして、今に至るまで、この
み言葉が成就しなかったことは一度もありません。真
実なる神に、心からの感謝と賛美を捧げます。

● 賛美歌「神の国と神の義」と
　　　　　　　　　カレン・ラファティ

神の国と神の義を　まず求めなさい
そうすれば　みな与えられる
ハレル　ハレルヤ

　世界中の教会で歌われてい
る「神の国と神の義」を書い
たのは、ニューメキシコ州の
クリスチャン家庭に生まれた
カレン・ラファティ（1948 年
生まれ）です。当初、芸能界
での成功を求めて、ニューオ
リンズのナイトクラブで歌っ
ていましたが、堕落的な生活
に陥った彼女のところにクリ

スチャンの友人が来て、正しい道に戻してくれました。
その後ニューメキシコに戻り、大学で音楽教育の学位
を取得しました。ラファティは、これでクリスチャン
音楽の奉仕の準備が整ったと思い、キャンパス・クル
セード・フォー・クライストの賛美アンサンブルへの
参加に応募しますが、その願いは叶えられませんでし
た。落胆した彼女は、再び世俗音楽の世界に戻るため

に南カリフォルニアに移りました。当時のカリフォル
ニアはヒッピーであふれていました。ラファティは不
安を覚え、何度も、「神様、カリフォルニアには果た
してクリスチャンはいるのでしょうか」と尋ねたそう
です。しかし、移住後間もなく、カルバリー・チャペル・
コスタメサという教会を見つけ、そこで多くの若い音
楽家と出会いました。その日、彼女は喜びのあまり、
泣きながら礼拝したといいます。

　賛美出版で有名な「マラナタ！ミュージック」は、当時、
カルバリー・チャペルの一部でした。この教会では、
音楽家のための特別な集まりがあり、そこで多くの若
者が、音楽を通して奉仕をする方法を学びました。

　1972年、ラファティは、芸能界をやめ、ギターのレッ
スンで生計を立てようとしていました。しかし生徒は
3 人しか集まりません。口座には車のローンさえ払え
ない残高しか残っておらず、ひどく落ち込みました。

　ある晩、教会の聖書の学び会で、マタイ 6 章 33 節
について分かち合いました。「神の国と神の義をまず
第一に求めよ」。彼女はこのみ言葉に大きな励ましを
受け、家に帰って曲を付けました。翌週、礼拝でこの
歌を歌うと、大人気になりました。その後、「マラナタ！
ミュージック」にも収録、出版され、世界中の教会で
歌われるようになりました。その後は、「神の国と神
の義」の著作権料で、彼女の生活と賛美伝道活動が支
えられるようになったのです。

　1981 年、ラファティは、オランダのアムステルダ
ムで、ユース・ウィズ・ア・ミッションのオランダ支
部の傘下団体である「ミュージシャンズ・フォー・ミッ
ション」を立ち上げました。そして、77 歳になった
ラファティは、今も、コンサートツアー、レコーディ
ング等のオーガナイザーとして、音楽を通して福音を
伝える働きに奮闘しています。

　私は、1983 年にスペイン歌曲を学ぶためにマド

リッドに留学しました。きっかけは、高校生の時、

テレビで、カタルーニャのチェロの巨匠パブロ・カ

ザルス（1876-1973）の演奏を聞いたことでした。

そのコンサートの最後に、カザルスは、「私の祖国、

カタルーニャでは、鳥がピース、ピースと言って鳴

くのです」と言って、「鳥のうた」を演奏したのです。

その演奏に涙が出るほど感動し、カタルーニャ音楽

の美しさに魅せられていきました。

　スペインに行ってから分かったことは、「鳥のうた」

は、もともとはチェロの曲ではなく、カタルーニャ

地方で古くから愛され歌われているクリスマス・キャ

ロルであったということでした。当時まだクリスチャ

ンでなかった私は、その二番の歌詞が不思議でたま

りませんでした。

喜びにあふれてツグミも歌う

　「死は打ち負かされた

だって、私のいのちであるお方が　

　お生まれになったのだから」

　「死は打ち負かされた」とはどういうことなのか、

「いのち」とはどういう意味なのかが理解できなかっ

たのです。

　留学一年後、アメリカ人宣教師夫妻と出会い、お

二人を通して私は救われ、クリスチャンになりまし

た。それからやっと、死を打ち負かしてくださった

十字架の贖いと、十字架でご自身を捧げられたイエ

ス・キリストが与えてくださった永遠のいのちを知

るようになりました。

　永遠のいのちとは、神のいのちです。永遠のいのち、

神のいのちとは、三位一体の神との愛の関係に入れ

られることです。この世は移り変わり、目に見える

ものは古び、朽ちていきますが、御父に、変化とか

天体の回転による影とかいうものがないように（ヤ

コブ 1:17）、永遠は、変化することがありません。で

すから、神のいのち、永遠のいのちは、決して変化

することがありません。そして、そのいのちを持つ

者は、愛のうちにとどまるのです。神は愛だからです。

　愛とは、相手を知ること。神の愛は、完全な一致

で結ばれた父なる神様・御子・御霊の愛の交わりで

あり、神の愛にとどまる、いのちを持つとは、その

三位一体の神の交わりに私たちも入れられることで

す。そして、主にまみえる日、私たちが神に完全に

知られているように、私たちも完全に神を知り、キ

リストにあって一つとされるのです。

　「鳥のうた」は、私をスペインへと導き、イエス・

キリストへの信仰へと導いてくれました。そして今、

「鳥のうた」と共に、死に勝利されたいのちなるお方

を歌い伝える者となりました。

　カザルスが訴えた「ピース」も、ご自身のいのち

を捧げて神と和解させてくださった平和の君を知る

時に、本当の意味で実現していくのだと思います。

主の日は近づいています。ですから、一人でも多く

の人が救われるために、昨年召されたブラジルの敬

愛する先生が、息を引き取る寸前まで福音を語り続

けたように、私も地上の命が続く限り、永遠のいの

ちであるキリストを宣べ伝える者でありたいと、心

から願っています。

カレン・ラファティの自伝本



工藤篤子ワーシップ・ミニストリーズ 事務局
Atsuko Kudo Worship Ministries

AKWMの伝道活動は、皆様のお祈りと献金とご奉仕によって成り立っています。
ご支援くださる皆様をこの活動の一員と考えています。この活動がますます主に
用いられ、宣教が進みますように、どうぞ一員としてご参加、ご支援ください。

郵便振替口座 　00930-1-165955 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」
銀行振込口座　三菱UFJ銀行　瓦町支店（店番003）
　　　　　　　普通預金0133752 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」

メールマガジン登録受付中！

office@akworship.com

※三菱UFJ銀行にお振り込みくださる場合はお名前の表示をお願いいたします。また、事務局にご連絡いただけますなら感謝です。

メルマガ購読を希望される方や、その他のご連絡などは、
上記のメールアドレスまでお願いします。
メールマガジン、ニュースレターは、下記のホームページ
でもご覧いただけます。

  

Website URL
https://akworship.com/
※URLが変わりました。ブックマークの変更をお願いします。

12月     Dec.
7日㈰  14:00~15:30ニューライフチャーチ おもちゃのまち（栃木県壬生町）　

                        　クリスマス・コンサート　15:00~
　　　　　　　　　　　　　21日㈰

24日㈬  14:00~15:30

札幌聖書キリスト教会　
　創立60周年記念クリスマス・コンサート　14:00~

10月     Oct.
19日㈰ 15

25日㈯ 

宝塚栄光教会　チャペル・コンサート　15:00~
大月キリストの教会　賛美コンサート　　13:30~
　　　　　　　　　　　　（山梨県大月市） 

　　　　　11月     Nov.
24日 (月・祝）15:00~16:00 AKWM主催　チャリティー・コンサート　14:30~

　　　　（大阪市、主イエス・キリスト教会）
 

　　　　　

ガザの子ども支援について
　2023年10月7日に起きたハマスのイスラエルへのテ
ロ攻撃をきっかけに、ガザ地区は混乱を極めています。
　メトロ・ワールド・チャイルドの創設者、ビル・ウィ
ルソン氏は、15年前、テルアビブのベングリオン空港
で、二人の若者に会いました。一人はパレスチナ人、も
う一人はユダヤ人でした。二人は言いました。「お願い
です、お願いです、お願いです・・・ガザ地区の子ども
たちにとって、唯一の望みは、イエス様を救い主として
信じることです」。彼らはメトロ日曜学校の先生にな
り、紛争が勃発してからは、ガザ北部のジャバリア難民
キャンプで、子どもたちにイエス様を伝え、パンと水を

届ける働きを続けてきました。しかし、一人はハマスに
虐殺され、彼の後を継いだ別のパレスチナ人の若者の母
親も、数か月前、ハマスに殺されました。支援物資を積
んだトラックは、ハマスが容赦なく奪います。それでも
スタッフの若者たちは「パレスチナの子どもたちが福音
を聞くために命を捧げるのは、イエス様が十字架で死ん
でくださったのと同じ理由」だと言い、リスクを承知で
戦っています。戦争を引き起こすのは子どもたちではあ
りませんが、戦争で最も苦しむのは子どもたちです。
AKWMでは、皆さまの愛のご支援を、メトロ・ワール
ド・チャイルドを通して、ガザ難民キャンプの子どもた
ちのためにお捧げいたします。

工藤篤子

〒590-0027大阪府堺市堺区榎元町5丁5番9号
TEL.090-5241-5086 FAX.050-3153-0648

事務局

※記載の予定以外に、定期的に賛美レッスン（個人、グループ）を
　行っています。ご希望の方は、事務局までお問合わせください。Schedule 工藤篤子

2025年スケジュール

主イエス・キリスト教会（大阪市） 
　　　　　  クリスマス・イヴ・コンサート　18:45~　

第19回 AKWMチャリティー・コンサートのお知らせ
　AKWMでは、11月24日（月・祝）、ガザの子ども支援のためのチャリティー・コンサート
を開催します。どうぞ、友人知人をお誘いの上、奮ってご参加ください。

　日時：2025年11月24日（月・祝）　開演 14:30（開場 14:00）

　会場：主イエス・キリスト教会（大阪市西成区岸里東2-10-2）

　出演：工藤 篤子（地中海ソプラノ）　野田 常喜（ピアノ）　李 あいりん（中国琵琶）

　チケット：2,000円（全席自由）　

　※チケットをお求めの方は、AKWM事務局までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  献金のお願い

　　コンサート会場および下記の口座でもガザ支援献金を受け付けます。（受付期間 11月 30日まで）

　　　・ゆうちょ（ゆうちょ銀行から）　　　19010-2905391　 口座名　工藤篤子

            　　       （ゆうちょ銀行以外から）　店番908  普通 0290539　 口座名　工藤篤子

　　★海外からの献金をご検討くださる方は、事務局までお問い合わせください。


